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 多文化多言語の児童生徒のことばの力の評価と指導・支援 

１ 学習歴や母語の力、日本語能力等の把握 

文化的・言語的に多様な背景をもつ外国人児童生徒等（以下「多文化多言語の児童生

徒」）に適切な教育を提供するためには、年齢や来日年齢、滞日期間に加え、さまざまな

要因を多角的かつ包括的に把握することが大切です。具体的には、児童生徒自身の性格

や知識、学力、母語の力といった個人的な要因、家庭での言語選択を含む養育環境、来

日前と現在の家庭や学校での学習環境、更に学校や地域コミュニティにおける、文化的・

言語的に多様な人々の受入れ状況等が挙げられます。文部科学省『外国人児童生徒受入

れの手引 改訂版』(P.25)には、把握すべき事項として次の８項目が示されています。 

 

 

１．来日年齢と滞日期間 

２．背景の言語文化（特に、漢字圏かどうかなど） 

３．発達段階（年齢） 

４．来日前の教科学習経験（国・地域よって学校のカリキュラムは異なる） 

５．基礎的学力（既習の教科内容についてどの程度理解力、知識があるのか） 

６．日本語の力（ 「文化的言語的に多様な背景を持つ外国人児童生徒等のための 

対話型アセスメントＤＬＡ」等による測定）            

７．在籍している学級での学習参加の状況（一斉指導における理解の度合い、 

参加の様子は、取り出して１対１で指導している状況とは異なる） 

８．家庭の学習環境（家庭内の言語使用状況、保護者の言語能力、教科学習への 

サポートの可能性） 

        （＊６.のＤＬＡの名称を、改訂版ＤＬＡの名称に修正） 

     

 

こうした状況を包括的に把握しつつ、児童生徒のことばの力を詳細に捉え、適切な

指導・支援を行うことが重要です。そして、児童生徒が安心して学校生活を送り、学

びを深められるように、この詳細な情報を基に受入れ態勢の整備やカリキュラム設定

のための基礎づくりが求められます。 
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多文化多言語の児童生徒の受入れから指導・支援までのフローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 「文化的言語的に多様な背景を持つ外国人児童生徒等のための言葉の発達と習得のものさし（ことばの 

力のものさし）実践ガイド」(文部科学省)を基に作成】 

 

多文化多言語の児童生徒の受入れ 

 

 

 

〇面接（保護者等のヒアリング）・行動観察等 

授業中の   

やりとり・  

発表の様子 

休み時間の 
過ごし方・ 
友だちとの 
関わり 

ノートの内容・  

授業の振り返り 

絵日記・出来事

作文・感想文、    

読書記録、     

授業プリント、   

テスト、etc･･･ 

DLA 

・はじめの一歩  

・聞く・話す 

・読む 

・日本語と母語で 

 

放課後の   

学習教室での

様子 

家庭での観察 

〇児童生徒の「ことばの力」（日本語、母語、学力等）の評価 

「ことばの力のものさし」等の活用による評価  

入学・編入・転入後の状況把握 

 
個別の指導計画【児童

生徒に関する記録（様

式１）】を作成する。 

（資料１ページ参照） 

日本語指導等、多文化多言語の児童生徒のための指導・支援の検討 

                  

 

 

 

特別な支援

は不要 

① 特別の教育課程の編成 

・「取り出し」による 

日本語指導 

 

② 通常の教育課程 

・在籍学級での授業の

工夫・支援・配慮 

・「入り込み」による 

支援 

 

③ 教育課程外 

・放課後支援 

・母語・母文化教室 

・地域の教室 

・在籍校通学前のプレ
クラスへの通級 等 

 

【特別の教育課程編成・実施

計画書】を作成し、設置者に

提出する。（９ページ参照） 

個別の指導計画【指導に関する記録（様式２）】

を作成する。 （資料２～３ページ参照） 
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２ 児童生徒の「ことばの力」の評価 

私たちが目の前の児童生徒をどのように評価するかは、その児童生徒の未来を大きく

左右します。「日本語ができない存在」として見るのではなく、「日本語も母語もできる

可能性のある存在」として捉え、児童生徒の多様な文化的・言語的背景や思考過程に目

を向けることで、可能性を最大限に引き出すことができます。 

そのためには、令和７年４月に文部科学省が開発した「ことばの発達と習得のものさ

し」（以下「ことばの力のものさし」）等を活用し、児童生徒の言葉の力を適切に評価で

きるようにすることが大切です。「ことばの力のものさし」とは、小学校段階から高等学

校段階までの外国人児童生徒等のことばの力を包括的に捉え、個に応じた指導・支援の

ための「評価の枠組み」です。この「ことばの力のものさし」や改訂された「文化的言

語的に多様な背景を持つ外国人児童生徒等のための対話型アセスメントＤＬＡ」を活用

し、学校等において一人一人の児童生徒のことばの力を踏まえた適切な指導・支援を行

うようにします。 

 

⑴ 「ことばの力のものさし」の概要 

① 何のために評価するか 

・多文化多言語の児童生徒の年齢に伴う認知的な発達を支えることばの力を捉え

るために評価します。 

・一人一人の児童生徒に応じた学習・指導計画を立てるために行う「「学習を支える

評価」です。   

② 誰の何を評価するか 

・小学校段階から高等学校段階までの児童生徒のことばの力を評価します。 

・一人でできることだけでなく、支援を得て発揮できる最大限の力を評価します。 

・年齢に伴うことばの発達と日本語取得の各段階に応じて、評価の目安となる重要    

 な力に絞って記述しています。 

③ 思考・判断・表現を支える包括的なことばの力(複数言語での力)の発達ステージ

について 

・日本語も母語もあわせて、児童生徒がもっているすべてのことばのレパートリー 

を使って最大限にできることを、次の観点から、Ａ～Ｆの六つのステージで評価

します。（図１） 

・ステージが一段階進むには、数年かかるのが一般的です。 
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    【 「ことばの発達と習得のものさし パッとわかるまるわかりガイド」（文部科学省）より】 

 

④ 日本語固有の知識・技能の習得ステップについて 

・日本語の知識・技能の習得状況を次の観点から、八つのステップで評価します。 

 （図２） 

・ステップの進み具合は個人差が大きく、数か月でいくつものステップを進めるこ

ともあれば、数年同じステップにとどまることもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「ことばの発達と習得のものさし パッとわかるまるわかりガイド」 （文部科学省）より】 

 

 

ステージF
［評価・発展］期

ステージE
［抽象］期

ステージD
［因果］期

ステージC
［順序］期

ステージB
［イマココから順序］期

ステージA
［イマココ］期

小５～中２

段階

聞

く

・

話

す

読

む

・

書

く

聞

く

・

話

す

読

む

・

書

く

小３～小４

段階

聞

く

・

話

す

読

む

・

書

く

「包括的なことばの発達のステージ」の各段階の特徴

順序に沿った理解・表現、出来事作文

身近なこと・経験したこと、幼児・低学年前半の内容
対話による支援を得て、おおまかに理解・表現

身近なこと・体験したこと、幼児・低学年前半の内容

中３～高校

段階

聞

く

・

話

す

読

む

・

書

く

年齢枠の範囲

小１～小２

段階

各ステージの特徴

対話による支援を得て、断片的に理解・表現

中学～高校の教科学習内容、抽象的概念、実社会の話題
多角的・批判的視点からの議論・意見、分析・評価、推敲

高学年～中学の教科学習内容、抽象的概念
主題・要点の解釈、一貫性のある説明、ジャンル別作文

中学年の教科学習内容、基本的概念
因果関係の理解・説明、テーマ作文

身近なこと・経験したこと、低学年の内容

中３～高校段階

高学年から中学レベルの教科学習に必要な語彙・表現、談
話・文章

中学年レベルの教科学習に必要な語彙・表現、談話・文章

日常的な語彙・表現（制限あり）、単文からの基礎的な重文・複文

身近な語彙・表現、単文

「日本語の習得ステップ」の各段階の特徴

ごく限られた語、文字の習得の開始

日常的な語彙・表現（幅広い）、
低学年レベルの談話・文章（自由な単文・重文・複文の生成）

ステップ３

ステップ１～２

小１～小２段階 小３～小４段階

ステップ８

ステップ７

ステップ６

ステップ５

ステップ４

小５～中２段階

中学から高校レベルの教科学習に必要な
語彙・表現、談話・文章

図２ 

図１ 
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⑤ 評価から指導・支援へ 

・学校や家庭等で、児童生徒の普段の生活や学習の様子を多角的・包括的に観察し

ながら活用します。 

・ⅮＬＡやその他のアセスメント、テストとの併用、母語でのアセスメントも効果

的です。 

・「包括的なことばの発達ステージ」を横軸、「日本語の習得ステップ」を縦軸とし

て示すマトリックス図を使って、対象の児童生徒のことばの現在の力を確認し

ます。（図３） 

・「包括的なことばの発達ステージ」には、日本語と母語の４技能の中で一番高い

ステージを記します。 

・年齢枠の目安との位置関係を確認し、学習・指導計画の中で、児童生徒の強みを

生かしながら、目標の位置を決めます。 

・児童生徒の「わかる」「できる」を大切に、学習・指導計画を考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 「ことばの発達と習得のものさし パッとわかるまるわかりガイド」 （文部科学省）より】 

 

図３ 

A
［イマココ］

期

B
［イマココから

順序］期

C
［順序］期

D
［因果］期

E
［抽象］期

F
［評価・発展］

期

書く

読む

聞く・話す

書く

読む

聞く・話す

書く

読む

聞く・話す

書く

読む

聞く・話す

書く

読む

聞く・話す

書く

読む

聞く・話す 目標

書く

読む

聞く・話す 現在の力

書く

読む

聞く・話す

2

1

中３～高校の

目安

小５～中２の

目安

小３～小４の

目安

小１～小２の

目安

8

7

6

5

4

3
現在の力

目標

ステージとステップのマトリックス図

（滞日４か月の中学２年生：E2～３のケース）

　　　ステージ

ステップ

母語で年齢相応の

テキストを読み、

要点を理解できる

３ヶ月後の目

標を一段階上

のステップに

設定

日本語で、身近な基

本的な語彙・表現等

を使って単文を書い

たり、そのレベルの

テキストを読んだり

できる

覚えたばかりの決まっ

た形を使ってやりとり

ができる

「ことばの力のものさし」を活用した評価を行い、その結果を基に目標を設定し、

実践に取り組んだ二つの事例について、＜資料＞に掲載しています。 
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⑵ 改訂版「ＤＬＡ」の概要 

① 「ＤＬＡ」とは 

ＤＬＡの正式名称は「文化的言語的に多様な背景を持つ外国人児童生徒等のため  

 の対話型アセスメントＤＬＡ」(Dialogic Language Assessment for Culturally 

and Linguistically Diverse Students)です。Ｄは Dialogic （対話型）、L は Language

（言語）、Ａは Assessment （アセスメント）で、それらの頭文字を取ってＤＬＡ（デ

ィーエルエー）と呼んでいます。ＤＬＡは、ペーパーテストでは捉えきれない、多

文化多言語の児童生徒のことばの力を一対一の対話を通して捉えようとする支援

つきの評価法です。また、児童生徒の全人的な発達を支えるために、児童生徒がも

っているすべての力を使って何ができるのかを把握（予測）しようとする評価法で

もあります。 

 

② 「ＤＬＡ」改訂のポイント 

・「ＪＳＬ評価参照枠」の廃止⇒「ことばの力のものさし」で評価 

・ＤＬＡ〈書く〉と〈聴く〉を削除*、ＤＬＡ〈話す〉の名称をＤＬＡ〈聞く・話す〉

に変更 

・ＤＬＡ〈はじめの一歩〉と〈聞く・話す〉を多言語で展開 

・高校生にも応用できるように、ＤＬＡ〈聞く・話す〉と〈読む〉をマイナーチェ 

ンジ 

*「書く」力・「聴く」力の評価は日常の観察とポートフォリオを活用 
   

＜ポートフォリオに保存するものの例（個人・グループの活動の記録）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【低中学年の例】 

 

・絵日記や出来事作文 

・読書記録 

・本紹介のブックカードやあらすじ日記 

・植物の観察記録 

・短い創作絵本や劇の台本 

・インタビューを通じてまとめた紹介文 

・授業でのひと言感想 

【中高学年の例】 

 

・調べ学習を基にしたレポート 

・日本語と母語で書いたテーマ作文 

・スピーチ原稿やプレゼンテーション資料 

・ディスカッションやディベートの準備資料 

・プロジェクトの成果物（ポスター、ビデオ

作品など） 

・授業での活動記録や振り返りシート 

・自己評価の記録 

・授業中の小テストやミニクイズ 

  

 



７ 

 

③ ＤＬＡの構造  

改訂版ＤＬＡは〈はじめの一歩〉と〈聞く・話す〉〈読む〉から構成されています。 

〈はじめの一歩〉は５分程度、〈聞く・話す〉は 10～15 分程度、〈読む〉は 10～25 分

程度で、すべて実施したとしても１コマ（45 分）以内に終了します。 

必要に応じて、児童生徒の母語でも実施します。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

【 「文化的言語的に多様な背景を持つ外国人児童生徒等のための対話型アセスメントＤＬＡ」（文部科学

省）を基に作成】 

 

④ 評価の方法  

ＤＬＡ実施時の録音・録画したデータを聴き（見）ながら、評価メモを使って児

童生徒が「できること」「支援を得てできること」を振り返ります。その内容を「こ

とばの力のものさし」の記述文と照らし合わせ、日常の観察を含めて、児童生徒の

「ステージ×ステップ（p5 図３参照）」における現在の力を評価します。 

     

 

 

 

 

 

（10～25 分） 

読む …1 冊の短いテキストを読む過程を通して読書力を測る。
10 冊のテキストから児童生徒に合ったレベルを選ん
で、読む様子や読解力を対話を交えて観察する。 

…絵カードを使って 55
の児童生徒の日常に係
る語彙を答える 

…あいさつ、身の回りの
質問に答える はじめの一歩 

導入会話 

語彙力チェック 

…日常的な場面で必要な
語彙・表現の習得や文
を作る力を評価する 

…状況に応じて児童生徒
が自ら話し、会話をリ
ードする力を評価する 

…教科に関連した語彙・
表現を使いながら、ま
とまりのある説明をす
る力を評価する 

聞く・話す 

基礎タスク 

対話タスク 

認知タスク 

DLA 

（5 分） 

（10～15 分） 
カードを選んで実施 

レベルに 
応じて終了 

レベルに 
応じて終了 
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⑤ 実施上の留意点  

ＤＬＡの実施では、和やかな雰囲気づくりに心がけます。テストとして実施するの 

ではなく、対話を楽しむつもりで臨みます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【〈聞く〉・〈話す〉タスクカード】  

 

【「はじめの一歩」語彙カード】  

【「導入会話」の設問】 

【「導入会話」の評価メモ」】  【〈聞く・話す〉の評価メモ】 

 

 できる限り自然な速さでテ
ンポよく、対話を進めます。 

 

 

 

児童生徒が答えに詰まったり
間違えたりしても正解を教えた
り、訂正したり、発話を遮った
りせず、さっと次のカードに移
ります。 

 

 

正面に向き合わずに、机の
角を挟んで座ります。そうす
ることで、児童生徒とカード
や空間を共有し、威圧感の軽
減につながります。  

児童生徒が質問の意味を理解
できない場合は、ゆっくり繰り
返します。それでも分からない
場合は、短い、易しい言い方に
変えても大丈夫です。 

 

児童生徒の前では採点や評価をしませ
ん。また DLA〈はじめの一歩〉の後に
〈聞く・話す〉や〈読む〉を続けて実施
するので、すべての過程が終了してから
評価を行います。 

 【 「文化的言語的に多様な背景を持つ外国人児童生徒等のための対話型アセスメントＤＬＡ」（文部科学省）より】 
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３ 日本語指導等、多文化多言語の児童生徒のための指導・支援の検討 

多文化多言語の児童生徒の学習歴や母語の力等の把握、児童生徒の「ことばの力」の 

評価に基づいて、日本語指導の充実を図るために、必要な指導・支援を検討し、計画を

作成します。 

 

⑴ 「特別の教育課程編成・実施計画」の作成 

多文化多言語の児童生徒の中で、在籍学級以外の教室で当該児童生徒の日本語の力

に応じた「取り出し指導」＊を受ける必要がある場合は、「特別の教育課程」による指

導を行います。 

「特別の教育課程編成・実施計画」は年度のはじめ（変更が生じた場合はその都度）

に設置者に提出し、年度の終わりには報告一覧を提出します。 

 

【特別の教育課程編成・実施計画の様式項目例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＊指導形態について 

指導の方法は様々ですが、主に、次の二つの形態があります。 

・取り出し指導…在籍学級以外の教室で行う指導 

・入り込み指導…在籍学級での授業に日本語指導担当教員や支援者等が入って行う指

導 

「取り出し指導」による特別な指導が必要な場合には、「特別の教育課程」を編成して

指導を行います。なお、「特別の教育課程」による日本語指導の主たる指導者は、常勤・

非常勤講師を含む教員であり、当該校種の免許状が必要です。また、日本語指導として

各教科の補充指導を行う場合、中学校においては当該教科の免許状が必要となります。

この他、指導補助者として、地域の方や日本語指導の専門性をもつ外部の方の協力を得

ることは大いに考えられます。 

児童生徒の状況によっては、「特別の教育課程」によることなく、昼休みや放課後、休

業日等に課程外の補充学習として日本語指導を行うことも考えられます。その場合は、

指導を受ける児童生徒の負担が過重とならないよう、また、所属しているクラブ活動等

に支障のないように配慮することも必要です。 

 

No 学年 児童生徒氏名 指導時間 指導形態 指導者

➀ ② ③ ④ ⑤ その他 指導期間

指導内容

①  サバイバル日本語 
② 日本語基礎 
③ 技能別日本語 
④ 日本語と教科の統合学習 
⑤ 教科の補習 

実態に応じ、五つの内容から 
指導する内容に○を付けます。 
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⑵ 個別の指導計画の作成 

「特別の教育課程」による日本語指導を行う場合（取り出し指導）には、「特別 

の教育課程編成・実施計画」の他、「個別の指導計画」を作成します。また、「特別

な教育課程」によらない場合（入り込み指導）でも、例えば、通常の学級で特別な

支援を行う場合と同様に、本人の困りに対する支援の目標や内容、学習状況の評価

等を「個別の指導計画」の様式等を使って記録することにより、校内で関係者が児

童生徒の学びの状況について共通理解を図ったり、定期的に見直したりしながら、

見通しをもって指導にあたることができます。                                        

あ「個別の指導計画」には、「児童生徒に関する記録（様式１）」と「指導に関する

記録（様式２）」があります。                           

あ「児童生徒に関する記録（様式１）」は、児童生徒を理解するために必要な情報で 

あるため、毎年加筆修正を加えて残します。家庭内の使用言語、生育歴、学習歴、

１年間の累積指導時間数等、母語や日本語の習得に影響がある情報を記載します。

特に居住地の移動が多い児童生徒の場合、生育歴や学習歴の把握は非常に大切で

す。幼児期に文化や言語間を移動していることも多く、幼児期の状況や、不就学期

間の有無等も、聞き取りしておきたいことです。                    

あ「指導に関する記録（様式２）」は、児童生徒の日本語や教科の理解の状況、そ

れに対応する日本語指導の内容や評価、次年度への申し送り等、学習に関わる情報

を年度毎に記録します。                           

あ日本語指導担当者が変わったり、児童生徒が転校したりすると、それまでの情報

が引き継がれず、指導が分断されてしまうことも少なくありません。こうした状況

は、児童生徒にとって望ましいことではありません。指導を継続して行うためには

記録を残し、情報を共有することが大切です。そのためには、「児童生徒に関する記録

（様式１）」「指導に関する記録（様式２）」ともに、小学校から中学校への進学時 

や転校時に、学校間で引き継ぎます。 
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【例】様式１（児童生徒に関する記録）        個別の指導計画  

作成日 令和     年    月   日 
更新日 令和     年    月   日 

                  

 
 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 

年度 平成２７ 平成２８ 平成２９ 平成３０ ２０１９ 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 

在籍校 ○○小 ○○小 ○○小 － ●●小 ●●小 □□中 □□中 □□中 

取り出し指導

（週   時間） ８時間 ４時間 ４時間 － ２時間 － － － － 

入り込み指導

（週   時間） － － － － ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 ２時間 

 

フリガナ 
 性別  国籍 ブラジル 在留資格 定住者 

名前 
 生年月日 平成・令和    年（西暦    年）   月   日 

住所  
 

連絡先  

入国年月日 令和・平成   年（西暦   年）    月    日 学校受入年月日 令和・平成   年（西暦     年）   月   日 

家 
族 
構 
成 

名  前 続柄 国 籍 本人との言語 日本語理解の状況・備考 

 父 ブラジル ポルトガル語 簡単な日本語での会話が可能  

 母 ブラジル ポルトガル語 日本語での会話は困難 

 弟 ブラジル ポルトガル語 日本語での会話は困難 

     

     

家庭への連絡 
（該当するものを

〇で囲みます） 

１  日常的な連絡について、日本語で理解できますか。          （  可能  ・   困難 ）     

２  懇談会等の説明について、日本語で理解できますか。        （  可能  ・   困難 ）  

３  「２」が困難な場合、通訳を帯同することができますか。        （  可能  ・   困難 ）  

学年 年齢 就学等の状況・期間 
特記事項 

（学校外での支援状況等） 

 0 出身地 ブラジル   

 1 ブラジル  

 2 ブラジル  

 3 ブラジル  

 4 ブラジル  

 5 ブラジル  

 6 ２月に来日 ○○市立○○こども園に入所  

小 1 7 ○○市立○○小学校に入学 特別の教育課程による指導 地域の日本語教室「○○」週１回 

小 2 8 ○○市立○○小学校 特別の教育課程による指導 地域の日本語教室「○○」週１回 

小 3 9 9月ブラジルに帰国のため退学  （ブラジル△△小学校へ） 地域の日本語教室「○○」週１回 

小 4 10 ３月に来日 （ブラジル△△小学校より）  

小 5 11 ○○市立●●小学校に編入 特別の教育課程による指導 地域の日本語教室「○○」週１回 

小 6 12 ○○市立●●小学校卒業   地域の日本語教室「○○」週２回 

中 1 13 ○○市立□□中学校入学  地域の日本語教室「○○」週２回 

中 2 14 ○○市立□□中学校  ブラジルに一時帰国（９月～12月）  地域の日本語教室「○○」週２回 

中 3 15 ○○市立□□中学校卒業  地域の日本語教室「○○」週２回 

中学校卒業後の進路志望                        
・全日制高校に進学し、卒業後、日本での就職を希望。 
（2019.４より現在まで） 
 

その他 （発達障害等の診断の有無、宗教上の配慮事項等） 
・○○教のため、○○を食べることができない。 
・○○病院発達支援センターを受診し、「ADHD」という診
断を受けた。（R２．8） 

地教委からの書類や

「在留カード」等を基に、

正確に記入します。 

作成日、最新の更新日を入力します。 

個別の指導計画作成例 

適宜、更新

します。 
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個別の指導計画作成例 
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個別の指導計画作成例 
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ことばの力のものさし 【小１～小２段階】日本語固有の知識・技能の習得ステップ確認シート 



１５ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ことばの力のものさし 【小３～小４段階】日本語固有の知識・技能の習得ステップ確認シート 



１６ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ことばの力のものさし 【小５～中２段階】日本語固有の知識・技能の習得ステップ確認シート 



１７ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ことばの力のものさし 日本語固有の知識・技能の習得ステップ確認シート（中３～高校段階） 
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ことばの力のものさし  

思考・判断・表現を支える包括的なことばの力（複数言語での力）の発達ステージ確認シート 
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豊 橋 市 教 育 会 

ことばの力のものさし  

思考・判断・表現を支える包括的なことばの力（複数言語での力）の発達ステージ確認シート 



２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践事例 出典：「ことばの発達と習得のものさし（ことばの力のものさし）実践ガイド」（文部科学省）より 

実践ガイド掲載ページ 
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